
んどの属に和名をつけていた。そこで本書では，最近設立され
た属等にも和名を付け，約 400属の和名を一覧表にまとめた。

地球温暖化の危機が叫ばれている昨今，主要な有機物生産
者として水界の生態系において重要な地位を占める珪部，さ
らに水界の指標生物としても貴重な役割lを果たす珪藻類の図
鑑の刊行は，まさに時宜を得た快挙であり，多くの研究者に
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益するところが実に大である。
著者の 4 氏と関係各位の労苦を多とし，日本の資料をもと
に日本で初めて作られた本格的な珪藻図鑑の刊行を心から祝
福したい。なお，本稿を綴るに際し，文教大学教授出井施彦
博士と内田老鶴岡社長内田 悟氏は貴重な情報をお寄せくだ
さった。記してお礼を1'1'1し上げる。

( 筑波大学名誉教授 千原光雄)

Algae of Australia:  N  emaliales 
紅藻類の分類には，受精後の嚢果形成過程という壁が立ち
はだかる。顕微鏡を見ながら受精後の状況を追いかけること
は至難の技に等しい。ウミゾウメン目は Shmitz (1 892) に
より，受精卵から直接ゴニモプラス トを生じることにより仙の
目から区別される仲間であるとされた。一見シンフ，0}レな{'I:II品1で、
ありながら，その後の分類学的な歴史の上でこれほど大きな変
遷を遂げた分類群はない。Hllisman はー賀 してオーストラ
リアの紅藻類，特にウミゾウメン目植物についての観察を行っ
てきた。本書には D N A のデータも併記しながら，体iliU，休梢造，
有性生殖器官，果胞子体形成過程なども詳細! な図で示しながら
オーストラリアにおける分布なども紹介している。見やすく読
みやすく，歴史と分類と系統とがよくわかる好著である。
オーストラ リアのウミゾウメン目の 3 科， 20属，55種につい

て記録し，各種について押し葉標本，繊細な描画で例示，解
説している。それぞれの種がたどってきた属，科，種の歴史，
体構造，有性生殖器官， 輩果について詳述されている。ウ
ミゾウメン目の仲間の多くは成熟した生殖器官をもっ材料に

とんど不可能であるとし，顕微鏡観察の方法も親切に解説し，
さらに多くの種について成熟した嚢果の断面図を写真で紹介
している。押し葉標本だけでは特徴を言い表せないことが多
い。配偶体は直立，あるいは横臥し， 叉状様にあるいは不規
則に分校し，石灰を沈積するものや，しないものがある。体
に石灰を沈積する種は生鮮時と乾燥した時ではまったく 別種
のごとくにみえる ことが多い。巻末のカラーの美しい生態写
真は，何よりもこれらの仲間の特徴をよく示している。
本書では，ウミゾウメン目にコナハダ科，ガラガラ科， フサ
ノリ科の 3科を含み，オーストラリアに生育する以下のような
すべての仲間，合計 20 属，58種を紹介している。
コナハタ可4 (Liagoraceae)にはコナハタやモド、キ属 (Alalaphycus)，

Cylindraxis，ニセコナハダ属 (D otyophycus)，ケコナハダ属
(Ganone mα)， Gloiotrichus，ベニモズク属 (H elminthocladiα)，
H elminthora，コナハダ属 (Liagorα)，ウミゾウメン属 (N em a uon)，
Pafenocarpus，刀tanop hycus，アケボノモズク属 (Trichogloea)
と，ハイコナハダ属( 均madaella) の 13 属を含む 38 種。
ガラガラ科(Galaxauracea巴) にはソデガラミ属 (Acfinofric刈α)，
ヒラガラガラ属(Dichotomaria)，ビロウドガラガラ属(Galaxaura)，
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ガラガラ属(刀icleocarpα) の4 属を含む合計 10 種。
ヒラガラガラ属の仲間違は円柱状の茎から扇平な葉状体を

形成する。配偶体と，
が，体の表皮構造がそれぞれ異なることがま1 ] られている。そ
のために，配偶体と四分胞子体とが別種として記載されてい
ることが多い。rbcL analysisからの結果は sister taxa には
入るが，何らかの異なったことがあるという。
フサノリ科 (Scinaiaceae) には，フサノリ属 (Scinωα)，

Gloiophloea と，Nothogenia の3属を含む 10 種。
これに加えるとすれば，配偶体， 果胞子体， 1m分胞子体か

らなる生活環の中で，四分胞子体の存在については，ガラガ
ラ科をのぞいてほとんど図示されていない。しかし，わが国
と共通する種類も多く，わが国のウミゾウメン目の分類に多
大なる示唆を与えるものである。
付録として，W.H .  H arvey の標本の Typification のほか，
コナハダ科と，ガラガラ科における分子系統からみた分類が
議論され，コナハダ科に新属 Titanophycus を記載している。
ウミゾウメン目の仲間の多くは主に世界中の熱帯に生育して
いる。さらにそれらの中のいくつかの属は温帯域まで分布し
ている。これらの多くは D N A が調べられ，系統関係が明ら
かとなってきた。しかし， D N A 解析でも未解決の分類群も
あり，これからも遺伝子解析は必要とされるとある。
日本の沿岸，特に沖縄から黒潮の影響を強く受ける海域，

そして対馬|暖流の影響を強く 受ける海域にはこれらのウミゾ
ウメン目植物がたくさん生育している。本書はわが国のウミゾ
ウメン目植物の分類に多大なる刺激を与えるものである。遺伝


